












銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
⑯  

戦
国
時
代
の
信
頼
で
き
る
通
貨
は
、
銀
な
ど
と
交
換

し
て
輸
入
さ
れ
た
明み

ん（
中
国
）の
貨
幣
や
金
銀
そ
の
も

の
で
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

さ
れ
た
銭
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
世
界
最
大

級
の
銀
鉱
山
で
あ
る
石
見
銀
山
の
権け

ん

益え
き

は
、
莫ば
く

大だ
い

な
も

の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
大
内
、
小

笠
原
、
尼
子
、
毛
利
氏
と
い
っ
た
戦
国
大
名
が
争
奪
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
る
が
、
現
場
の
鉱
山
運
営
は
、
商
人

と
金か

な

堀ほ
り

衆し
ゅ
う

と
呼
ば
れ
る
管
理
者
・
技
術
者
集
団
が
行
っ

て
お
り
、
山
吹
城
の
城
主
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、

支
配
者
の
交
代
に
相
当
す
る
だ
け
で
、
直
接
の
銀
山
運

営
集
団
は
変
わ
ら
な
い
。

博
多
の
豪
商
神
谷
家
の
名
代
で
石
見
銀
山
の
実
質
的

な
管
理
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
生い

く

田た

家
と
服
部
家
で
、

生
田
家
が
発
掘
か
ら
精
錬
の
技
術
担
当
、
服
部
家
が
販

売
・
運
搬
も
含
め
た
経
営
管
理
担
当
で
あ
り
、
病や

ま
い

の
服

部
六
兵
衛
に
代
わ
っ
て
実
質
的
に
こ
れ
を
取
り
仕
切
っ

て
い
る
の
が
、
御お

内か

儀み

で
あ
る“
た
づ
”で
あ
っ
た
。

実
は
、２
年
前
に
山
吹
城
主
と
な
っ
た
本
城
常
光
が
、

最
も
苦
手
な
の
が
こ
の
御
内
儀
で
、
戦
と
勝
手
が
違
い

太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
さ
す
が
の
経
四
郎
も
経
久
か
ら

力
の
あ
る
鉱
山
運
営
者
の
攻
略
方
法
を
聞
い
た
こ
と
が

な
く
、
新
し
い
城
主
は
、
手
数
料
に
相
当
す
る
上
納
銀

交
渉
で
は
石
見
銀
山
の
事
情
を
隅
々
ま
で
知
っ
て
い
る

“
た
づ
”に
い
つ
も
言
い
負
か
さ
れ
て
、
攻
防
戦
で
言

え
ば
連
戦
連
敗
で
あ
っ
た
。

武
勇
に
秀
で
た
武
将
に
往
々
に
し
て
あ
る
口
下
手

が
、
こ
の
よ
う
な
交
渉
事
で
は
返
っ
て
災
い
と
な
る
典

型
的
な
例
で
、『
な
ら
ば
腕
に
物
を
言
わ
せ
て
』
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
特
殊
な
関
係
性
が
、
山
吹
城
主

と
石
見
銀
山
の
鉱
山
運
営
者
と
の
間
に
は
あ
っ
た
。

経
四
郎
も
石
垣
や
櫓や

ぐ
ら

を
築
い
て
、
町
並
み
か
ら
山
吹

城
が
威
厳
あ
る
も
の
に
見
え
る
よ
う
工
夫
し
た
り
し
た

が
、「
見
え
る
と
こ
ろ
ば
か
り
立
派
に
し
て
も
中
身
は

変
わ
り
ま
せ
ん
」
と“
た
づ
”
に
見
抜
か
れ
る
始
末
で

あ
る
。
常
光
と
経
四
郎
が
ど
う
し
た
も
の
か
頭
を
悩
ま

せ
て
い
る
と「
わ
た
く
し
が
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

と
常
光
の
正
室
御み

幸ゆ
き

の
方
の
出
番
と
な
っ
た
。

亡
き
尼
子
経
久
が
そ
こ
ま
で
読
ん
で
常
光
の
正
室
に

し
た
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
御
幸
の
方
と“
た
づ
”

は
な
ぜ
か
気
が
合
い
、上
納
銀
交
渉
は
前
進
し
始
め
た
。

特
に
出
費
が
か
さ
む
と
き
は
無
理
が
利
い
た
し
、
逆
に

御
幸
の
方
が“
た
づ
”に
頼
ま
れ
た
こ
と
は
、
経
四
郎

が
対
処
し
た
。
そ
の
中
に
、
鉱
山
従
事
者
の
健
康
問
題

が
あ
っ
た
。
出
雲
の
尼
子
方
か
ら
届
く
城
兵
へ
の
食
料

の
一
部
を
提
供
し
て
食
事
の
改
善
を
図
り
、
京
か
ら
は

薬く
す

師し
（
医
師
）を
招
い
て
全
て
の
人
々
を
診み

立た

て
の
対

象
と
し
た
。
山
吹
城
と
石
見
銀
山
が
上
手
く
回
り
始
め

た
。さ

て
、
石
見
銀
山
に
は
、
戦
国
武
将
た
ち
が
守
る
べ

き
不ふ

文ぶ
ん

律り
つ

が
あ
っ
た
。
銀
山
の
坑
道
、
精
錬
施
設
、
住

居
等
の
銀
の
産
出
に
関
係
す
る
設
備
・
人
は
、
ど
ん
な

に
激
戦
と
な
っ
て
も
戦
闘
に
は
巻
き
込
ま
な
い
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
他
の
鉱
山
と
異
な
り
、

石
見
銀
山
は
戦
で
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

結
局
、
戦
国
武
将
が
争
っ
た
の
は
、
言
わ
ば
産
出

銀
の
手
数
料
を
始
め
と
す
る
権
益
で
あ
り
、
戦
は
そ

の
手
数
料
の
徴
収
権
者
の
象
徴
で
あ
る
山
吹
城
の
争

奪
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
戦
も
絶
対
的
な
保

証
は
な
い
が
、
山
吹
城
東
側
は
基
本
的
に
戦
場
と
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
毛
利
軍
が
石
見
城
を

最
初
に
少
数
の
軍
勢
で
押
さ
え
た
の
は
、
山
吹
城
か

ら
援
軍
を
出
さ
せ
て
守
り
の
力
を
削
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た
策
と
見
て
、
経
四
郎
は
そ
の
誘
い
に
は
乗
ら

な
か
っ
た
。

〈
次
回
に
続
く
〉

銀山から見上げる
山吹城跡
町並みから見える
ように石垣を築き、
支配者の威圧感を
意識したという

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。
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年金無料相談

「JAふれあい祭」中止のお知らせ
　例年11月に開催しております「JAふれあい祭」につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から、誠に勝手ながら開催を中止させていただくこととなりました。
　３年連続の中止となり、開催を楽しみにされていた方々には申し訳ございませんが、何卒ご理解の程、
よろしくお願い申し上げます。
　なお、JAグリーンおおだでは、11月11日（金）～12日（土）に「特売」を行います。
　皆様のお越しを心よりお待ちしております。

11月27日（日）JA大田北支店
☎0854-82-7333

外勤日（ふれあいの日）は

16日（水）・17日（木）・18日（金）
複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 14：00
※11月16日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

11月の

石見銀山地区本部版

＜材料（２人分）＞
　・レンコ鯛　２匹　　　・バター　20g	　　　　　 ・赤パプリカ　1/2個　　・黄パプリカ　1/2個
　・ピーマン　1/2個　　・シソの葉　４～５枚　　・レモン　1/4個	 　　・塩コショウ　適量
＜作り方＞
　❶ ‌�3枚に下ろした皮付きのレンコ鯛２枚の切り身をそれぞれ縦半分の大きさに切る。
　❷ ‌�身の方（皮の裏側）に塩コショウを少々振って軽く味付けする。
　❸ ‌�熱したフライパンにバターを入れる。
　❹ ‌�バターが溶けたら、レンコ鯛の切り身を皮目から投入して中火で焼く。
　❺ ‌�レンコ鯛の皮目に焼き目が付いたら、ひっくり返す。
　❻ ‌�5㎜幅に切った赤・黄色のパプリカやピーマンをフライパンに投入し、レンコ鯛と一緒に焼く。
　❼ ‌�シソの葉などを添えた大皿に、焼けたレンコ鯛と野菜、レモン等を盛り付け、ポン酢などでいただく。

「レンコ鯛のムニエル」
今月の料理

提供：JAしまね石見銀山地区本部

　島根県立大学
　看護栄養学部健康栄養学科
　教授　今中 美栄 さん
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